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第1755回例会
令和５年４月20日（12：30～13：30）

○ソング
　◦奉仕の理想
○スマイルBOX
　◦高畠裕会長（昨日の米沢中央RCさんの来訪に対応していただいた皆様、ありがとうございました。大竹会

員、本日の卓話ありがとうございました。）
　◦松永紀男会員（大竹様、卓話ありがとうございます。私、3年間の眠りからやっと覚めました。これからリ

ハビリに努めます。改めて、どうぞよろしくお願い申し上げます。）
　◦佐藤清作会員（大竹憂子会員、卓話ご苦労様でした。私はこのところ連続して例会を欠席してしまいました。
仕事が忙しいということでもなく、体調が良くないということでもありません。単にずる休みです。）

　◦永野文雄会員（大竹憂子会員、卓話ありがとうございます。内容理解できました。）
　◦金田昇会員（前回はリモートでの参加で内容把握がいまいちでした。勉強します。大竹さん、卓話ありがと

うございました。）
　◦宮本多可夫会員（だいぶ暖かくなりました。大竹会員、卓話ありがとうございました。）
　◦運天直人会員（今月、29・30日にCGM様と合同で

弊社コンテナパークにおきまして一周年イベントを
行います。当日はコンテナの現地見学会やBYD最新
車種の試乗会などございますので、皆様のご来場お
待ちしております。）

A  出席免除を受けていない正会員数 ５２名

B  出 席 免 除 の 適 用 正 会 員 数 １４名

T  全 正 会 員 数 ６６名

C  Ⓐの出席者数 ２８名

D  Ⓐのメイクアップ 者数 ７名

E  Ⓑ の 出 席 者 数 １０名
G ＝ Ⓒ ＋ Ⓓ ＋ Ⓔ

（メイクアップ補填後の出席会員数） ４５名

H ＝ Ⓣ － （ Ⓑ － Ⓔ ） ６２
I ＝ Ⓖ ／ Ⓗ × 1 0 0

（例会出席率） ７２．５％

第1755回例会出席状況� （R５年４月20日)

▶例会日：第１・第３木曜日（12：30）その他の木曜日（18：30〜19：30）
▶例会場：白河市新白河駅前　東京第一ホテル新白河
▶事務局：〒961-0957 福島県白河市道場小路96-5（白河商工会議所内）  ☎23-3101　ＦＡＸ22-1300



本日のプログラム
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■会長の時間 高畠裕会長
　皆さん、こんにちは。お忙しい中、
例会のほうに出席をいただきまして誠
にありがとうございます。今日テレビ
のニュースを見ていたら、第9波が来る
んじゃないかみたいなニュースもして
いましたが、日頃から感染対策、まだ

マスクしている方沢山いらっしゃると思いますが、引
き続き感染予防には注意していただいて、少しでも自
分の身を、そして家族の身を守るような対策を取って
いただければなというふうに考えております。昨日、
米沢中央さんが白河西のほうにお邪魔したいというこ
とで、昨日早速「タントゥ」さんでランチ会を行いま
した。向こうからは、次年度の会長、幹事さん。そし
て、担当の白河でいうシスター委員長さん。もう一
人女性の方、次次年度の副幹事さんということで4名
の方がお邪魔していただきまして、佐藤幸彦年度の時
の打ち合わせをされて帰りましたということをご報告
させていただきたいと思います。その後、村上副幹
事、そして金田パスト会長がご案内して、中目さんの
南湖神社の宝物館をご案内していただいたということ
になっております。本当に昨日参加された皆様、あり
がとうございました。お世話になりました。というこ
とで、うちのクラブからはその節、佐藤会長エレクト、
阿部副会長、金田パスト会長、村上副幹事、車田幹事、
そして私の6名が参加させていただいたような形であ
りました。また先日、白河市の桜祭りが開催され、土
曜日はわたくしも商工会議所の担当として、きつねう
ち温泉に泊まられます川越からいらっしゃってる鉄砲
隊の皆様の懇親会のほうに同席をさせていただきまし
た。そして、次の日には桜祭りということで、雨も上
がりちょっと風が強かったんですが、結構鉄砲隊を見
たくて来場者が沢山小峰城のほうに来ていたというこ
とで、桜はないけどそういった華があるということで、
市民の皆様も楽しんでいただけたのかなというふうに
感じております。また、そこで毎年来られている方、
川越鉄砲隊の中での隊長さん、寺田会長さんと仰るん
ですが、その方もやはり好きでやってはいるんだが、
個人的にはなりきってやらせてもらっている。だから、
知り合いが手を振ったからといって迂闊に笑顔を出し
たり手を振ったりすることは我々はしませんというこ
とで。実際次の日に私、手を振ってみたらやっぱり無
視されましたね。そんな感じでなりきるということも
大切なのかなというふうに私自身考えました。あと、
昨日の夕方、「白河高校の100年の歩み展」というも
のがありまして、母校であることから「マイタウン」
のほうにちょっとお邪魔しました。すると、大正11年
に県立の白河中学校として設立された白河高校であり
ますが、その100周年の歩みがパネルや何やらで展示

されてあります。その中でも、白河高校にゆかりのあ
る例えば今井珠泉さんだったり、福田利明さんだった
りといった、そういった方々の絵や書物など大変貴重
な物が展示されております。来週の月曜日まで展示さ
れておりますので、時間のある方は是非無料ですので
ご覧になっていただければなというふうに思っており
ます。また昨日、市役所のほうにたまたま用事があり
まして用事を済ませた後、帰りがてら正面玄関の所
に住友ゴムの工場長さんと総務の女性の方がいらっ
しゃったので、ちょっと立ち話をさせていただいたら、
見たことない方がいらっしゃってということで名刺の
ほう交換させていただいたら、「住友ゴム工業株式会
社」の、本社トップの山本悟さんという社長さんがい
らっしゃってたようで、ご挨拶させていただきました。
住友ゴム工業さんも白河工場では、今回タイヤを製造
する過程に水素燃料を使うということで、2050年の
カーボン排出ゼロということに対して真摯に向き合っ
てるような会社でございます。そういった会社が地元
にあるというのは非常に我々にとってもありがたいこ
とでありますし、スチームを起こすのにも今まで液化
天然ガスを使っていたものを、今度は水素ガスや太陽
光の燃料でタイヤを形成するというような過程を作っ
てるということで、本当に先進的な会社だなというふ
うに思っております。そのような会社が地元にあるこ
とを誇りに思いながら、我々も白河の地を楽しんでい
ければなというふうに考えております。また、今日は
会員卓話ということで、大竹憂子さんのほうから会員
卓話があります。内容は虐待についての話だと思いま
すので、これから虐待に関しても今、世の中では結構
多いと思います。私も今日、大竹さんの話を聞いて家
庭内で受けている虐待に関して参考になればなという
ふうに思っておりますので、自分自身に当てはめて考
えてみたいと思います。また、来週は矢吹ロータリー
クラブ主催の観桜会がございます。今現在、29名の参
加をいただいておりましてバスも出ますので、是非皆
さんで桜はちょっと散ってしまいましたが、温泉に入
ることも可能です。ですので、皆さんで矢吹の地で観
桜会を楽しんできたいなというふうに思っております
ので、来週の例会も是非喜んで参加していただければ
なと思っております。残り、私と車田幹事に関しても
わずかになってきました。ちょっと寂しい部分もある
んですが、次の佐藤会長エレクトも今もう研修受けた
りなんだりと忙しい時期であります。残り9回の例会
が、皆様にとって有意義な例会となるよう努めてまい
りたいと思いますので、今後ともどうぞよろしくお願
いしたいと思います。今日は大竹さんの卓話、楽しみ
にしておりますのでどうぞよろしくお願いしたいと思
います。以上、会長の話とさせていただきます。
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■幹事報告 車田裕介幹事
◦ガバナー　佐藤正道：訃報
◦米山記念奨学会事務局長　柚木裕子：ハイライトよ

ねやま277号
◦福島民報社：福島民報広告掲載紙
◦㈱生駒時計店：CATALOGUE 2023－2024
◦研修・開発担当部：クラブでの役立つロータリーの

リソース
◦ガバナー　佐藤正道：訃報

■本日のプログラム
会員卓話
◦大竹憂子会員

　皆さん、改めましてこんにちは。卓
話のお話をいただいた時に、女性なら
ではのお話をお願いいたしますという
ような話だったんですよ。女性ならで
はで、ちょっと楽しい話をと思っては
いたんですけども、女性ならではとい

うことで女性局のほうで活動してるこの１８９の普及
も含めてお話できたらなというふうに思いましたの
で、楽しいお話ではないかもしれませんが聞いていた
だければと思います。わたくし西郷村議会議員になり
まして、その時は無所属という形でしたが自民党県連
のほうから女性局の副幹事長をお願いできないかとい
う話がありました。その時に、自民党女性局の活動っ
て何って思いました。それを聞いたら、自民党女性局
としてはハッピーオレンジ運動というのを中心に活動
してますというお話でした。オレンジリボン運動とい
うのがありまして、それを自民党の女性局は応援して
活動してるんですという話を伺い、それは素晴らしい
ことだなと思いましたので、すぐに一つ返事で「は
い、喜んで。」ということで引き受けさせていただい
たんですが、コロナ禍ということもありまして、なか
なかこのハッピーオレンジ運動について活動すること
ができなかったのが現状ではあります。ですが、細々
ながら多少その活動を続けてきて、今ももちろん続け
ています。まず、オレンジリボンということに対し
て、今いらっしゃる皆さんの中でオレンジリボン運動

というのをご存じの方がどのくらいいらっしゃるのか
なとは思うんですけども、ご存じの方っていらっしゃ
いますか。やはり、ご存じない方のほうが多いです
ね。オレンジリボン運動というのは、虐待などの、簡
単に言いますと児童虐待防止という運動をしていると
ころなんですけども。オレンジリボンの由来といいま
すか、オレンジリボン運動が出来たのが2004年の栃木
県の小山市でしたね。3歳と4歳の兄弟が父親の友人か
ら暴力を受け、その暴力を受けた一度目の時にはコン
ビニの店員さんが気付いて通報してくださって一度は
保護されたんです。ですがその後、お家に戻ってきて
からまたその友人の方から暴力を受けるような形に
なって、その時は車の中で暴力を受けて本当に無残な
姿の状態でガソリンスタンドに寄ったらしいんです。
そのガソリンスタンドの方が気付いてまた通報してく
ださったんですが、そのガソリンスタンドから橋のほ
うへ向かっていって、橋からその3歳と4歳のお子さん
を投げ落としたそうです。それで、結局通報はしてく
ださったんですけど、子供たちの命を救えなかったと
いう事がありました。それをきっかけにある団体が小
山のほうの「カンガルーＯＹＡＭＡ」というＮＰＯ法
人団体ですね。そちらの団体がこの痛ましい事件につ
いてやっぱり考えるところがあるので、児童虐待防止
の運動をしたいということで活動し始まりまして、そ
こにＮＰＯ法人の「里親子支援のアン基金プロジェク
ト」というところが協力して全国的に運動を始めるよ
うになったそうです。それを聞いて自民党の女性局
が、女性局として女性としてこれは一緒に頑張ってい
くものだということで始まったそうです。そして、自
民党女性局のほうではオレンジリボン運動ではなく、
ハッピーオレンジ運動というふうに名付けたというこ
とです。このオレンジリボンの由来ですけども、その
里親子支援のほうの団体のほうで、里親家族で育った
子供たちがこの色を決めたそうです。子供たちにシン
ボルカラーとして何色がいいだろうという話をした時
に、子供たちが明るい未来を示す色がいいという事で
オレンジ色になったそうです。その子たちの思いもそ
こにあったんだなというのを、私も改めて後からその
由来を聞いた時にびっくりしたんですけども。たまた
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ま私もオレンジカラーでずっとやってきたので、何か
こう繋がるものがあるなというのがあったので余計と
ても興味があって、またその活動に一生懸命やりたい
なという思いがありました。また、オレンジリボン運
動のほうでは憲章として掲げているのが「私たちは子
供の成長と発達を支援することが社会の責任であるこ
とを自覚して行動します」ということで、4つ項目挙
げられています。一つ、私たちは子供の命と心を守り
ます。二つ、私たちは家族の子育てを支援します。三
つ、私たちは里親と施設の子育てを支援します。四
つ、私たちは地域の連帯を広げます。というようなこ
とで掲げて、そういった虐待のない社会を目指すとい
うことで、このような憲章が掲げられています。皆さ
んのところにお配りしたこの１８９のステッカーです
が、これも元々は０１２０から始まる長い番号だった
んです。これを自民党女性局が一生懸命頑張って、国
会議員の先生方が頑張ってくださって、厚生労働省の
ほうと手を組みまして、それで簡単に１８９というダ
イヤルを回せば最寄りの児童相談所のほうに直接電話
が繋がるというようなシステムを作ってくれました。
ですので、この１８９、簡単な数字ですので頭のどこ
か隅に留めていただけたら、何か周りで目に付くこと
があった時には是非このダイヤルに電話していただけ
ればと思います。このダイヤル１８９は、令和元年12
月3日の朝8時半からスタートしたものなので、まだ年
数的には経っていないせいか普及がやはりまだまださ
れていなくて、一時期テレビコマーシャルなんかでも
取り上げてもらっていたんですが、「１８９いちはや
く」というようなコマーシャルがあったんですけど、
それもなかなか浸透してない部分もありますので、改
めて今日この事を皆さんに知っていただけたらなと思
いまして、この事をお話するようにしました。わたく
し今現在、放課後デイサービス、ロータリーのメン
バーさんでも「いろどり」さんなんかもいらっしゃる
ので、瀬谷さんなんかもわかるかと思うんですけど
も、障害児を放課後預かるような形で、要は障害児の
児童クラブみたいな所なんですけど、そちらをちょっ
とお手伝いさせていただいてて感じる事がありまし
た。健康児のお子さんよりも障害児のお子さんのほう
が虐待やいじめにあってる事をとても日々感じること
が多くて、そういった事例をお話していいのかどうか
ちょっと迷ったりもしたんですけど、こんな事もある
んです、あんな事もあるんですっていうことで、皆さ
んが知っていただけたらと思うので、幾つかお話させ
ていただきます。まず、障害児のお子さんですね。そ
れぞれいろんな障害があります。これ父親からの虐待
で保護された子供もいます。また、食事を与えてもら
えない子供もいます。学校の給食が唯一の食事だとい
う、そんな子供もいます。親がどうしてもこの子、私
は見れません。なので、そちらで預かってください
と言って、親からの希望の子供もいます。そういっ
たことを日々感じた時に、やはりとても辛いです。

この子をどうやったら守ってあげれるんだろうとかい
ろいろ考えます。ですが、子供なので親の権限がある
ので、なかなかそこを踏み込んでいけない部分が今現
在あるので、そういった時に周りで気付いた人間がこ
ういった番号で児童相談所のほうに相談するというの
が一つのやはり方法なのかなと思っています。先程、
県連のほうから自民党女性局の活動のハッピーオレン
ジ運動というものもお話したんですけど、昨年でいい
ますと11月23日、郡山商工会議所にて映画「１８９」
というのを上映しました。これが活動してて今まで気
付いてなかったんですけど、この「１８９」という映
画があったことすら正直私も知らなかったのでちょっ
と驚きました。その時にその映画のプロデューサーの
吉野浩さんという方に講演会もしていただいて、事実
起きていたことを基に映画化したんですというお話が
ありました。その映画の簡単なあらすじですが、健康
児の子だったんですけどやはりこれも父親からの暴力
があって、それでその町に住むことが出来なくなった
ので別の所へ引っ越したんです。ところが、その引っ
越した先でも暴力を受けて、その前の町でも児童相談
所が動いていて保護もしていたんですが、その自治体
が変わるとそれぞれの相談所から相談所への連携が何
もないんです。この子はこういう目に遭っていたんで
すよとかいうのが一切なくて、新しい自治体に行った
時にそういう情報も何もない。だから、その家族を見
守るそういう部門といいますか、そういった所属して
る所がないんですよね。とても悲しい話なんですけ
ど。そこで初めてまた保護を受けて、以前にも他の所
でそういう事があったということすら資料さえもな
い、データさえもない、そういう状況というものをそ
の映画の中でもちょっと出てたので、改めてやはり今
年度4月から始まりましたこども家庭庁、これの大事
さ、横の連携が取れるというこの大事さというのを、
改めて私はあの映画を見て思いました。横の繋がりが
あって、それぞれどこへいてもちゃんと見守ってくだ
さる方がいたら、本当に痛ましい事件は起きないなっ
て思います。ちなみに、県内ですと児童相談所は4か
所です。中央児童相談所、これは福島市です。県中児
童相談所、これは郡山市です。会津児童相談所、会津
若松市。浜児童相談所、これはいわき市。実はこの4
か所で、白河にもあるじゃないかって皆さん思うかも
しれませんが、実は白河はその県中の郡山市のほうか
ら3名程派遣されて来てる白河相談室という形になり
ます。これと同じように会津のほうは南会津相談室。
いわきのほうは、南相馬相談室というような形で相談
所ではないというのに、私も以前一般質問するために
いろいろ調べた時にわかりまして、白河も結構虐待の
事実だったり、いじめの事実だったり沢山あるのに、
たった3名の職員がこなしているのかなと思うと凄い
なというその時の印象がありましたので、改めてここ
でもお話させていただきましたが。幸いといったらお
かしいですけど、西郷村のほうでは今現在はその虐待
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に遭ってる子というのは表面化されていないのが事実
です。ないと言ったら嘘のはずなんですが、いろいろ
調べても「いや、今のところは。」というような職員
からのお話が聞こえてきて。やっと福島県内でもヤン
グケアラーなんかのアンケートとかもやるようになり
ましたが。それに関しても、子供たちがヤングケア
ラーって何というのがあるので、自分がヤングケア
ラーになっていないって思ってる子供が多いので、数
字的にはそんなにはありませんでした。昨年度のアン
ケートで、県内は小学校、中学校、高校、このあと二
校ですね、夜間高校。この4か所でアンケートを取っ
た結果が、自分がヤングケアラーだって訴えたのが
5.9％でした。この5.9％というのが多いと思うか少な
いと思うかというと、私は自分でヤングケアラーだと
いう事も知らないでいる子供たちがこれだけ多いと、
やはり自分で私はヤングケアラーだと思っている子供
が5.9％いるというのは多いのではないかなというふ
うに感じました。ですので、実際そういう、昔で言い
ますとお家のお手伝いをするのって当たり前の事だっ
たかもしれません。ですが、今現在はそういうヤング
ケアラーという言葉で、すいません、ヤングケアラー
という言葉もご存じの方少なかったですかね。ヤング
ケアラーというのは、要するに介護の方の面倒を見て
いるとか、下の子の面倒を見てるとか、これって家族
だったら当たり前の事ではあるんですけど、実はそれ
をやってるために自分の時間が持てなかったり、学習
する時間が持てなかったり、またお友達と出かけたり
遊んだりする時間が取れない。そのような子供が実際
いるんです。そういう子達をヤングケアラーと言いま
す。ですから、お家の事をやらなきゃいけないから部
活入れない。お家の事をやらなきゃいけないから、遊
びに行けないって言ってるお子さんたちがいたら、そ
れはもうヤングケアラーに入ると思いますので、その
辺もちょっと頭のどこかに置いておいていただいて、
そういった言葉を耳にした時にはこれも一つの虐待と
して、この「１８９いちはやく」に連絡していただけ
るとありがたく思います。そういった数字も出ていま
すが、そこに対しての対処というのも、これもまたな
かなか進んでいないというのが現状であります。た
だ、直接児童相談所のほうに連絡が行けば、それはそ
れで児童相談所のほうで的確に動いてくださる部分が
あるので、ですから皆さんこの「１８９いちはやく」
を覚えていただけたらと思います。では、虐待で死亡
するお子さんが一週間に何人くらいいると思います
か。虐待で死亡する子どもが、一週間に一人はいるそ
うです。ということは、年間にと考えるととても辛い
話です。誰かが早く気付いてあげて、それを防ぐこと
ができなかったのかなって、いろんなニュースを見て
いて皆さんそう思われると思います。その誰かが、も
しかすると皆さんということもあると思うので、これ
からもし耳に聞こえてきた事とか、周りで起きてる事
に目を向けていただけると本当にありがたいと思いま

す。ダイヤル１８９に電話しますと、固定電話とスマ
ホではちょっと対応の仕方が違うらしいんですけど
も。固定電話ですとガイダンスから振り分けられて、
それから今度市外局番によってその方の都道府県、
何々市というのをわかるらしくて、そこから近くの児
童相談所のほうに電話が繋がるそうです。スマホの場
合ですと、すぐにオペレーターのほうに繋がりまし
て、お住まいはどちらですかというようなことを聞か
れて、直接近くの児童相談所のほうに繋がるそうで
す。もちろん、これは匿名で構わないということなの
で、ちょっとした事、気付いた事ありましたらば、気
軽にお電話していただけたらいいのかなと思います。
これは令和3年度のデータではあるんですけど、福島
県内「１８９いちはやく」の１８９のダイヤルで相談
されてのが1870何件、すいません、正確な数字ちょっ
と覚えてなくて申し訳ないんですけど。1870何件、約
1900件の相談があったそうです。この福島県だけで。
でも、勇気をもって相談してくれた方のこれは件数で
あって、その他に気付かれたりした方がもっといるん
だなと思うと、やはり少なくない数字だなと思いま
す。この数字が多いということは悲しい事ではありま
す。ですが、この数字をやっぱり増やしたことによっ
て、一人でも多くの子供も命が守られるんだったら、
この相談の件数がどんどん増えてもいいのかなと私は
思っているので、矛盾した話にはなってしまいます
が、そのような考えが私の中ではあります。ですか
ら、迷わずにお電話してくださったらありがたいと思
います。一般の財団でもかなりいろんな所で、そう
いった活動をしてるとこは沢山あります。ですが、電
話番号がやっぱり長かったり、通話料が無料でなかっ
たり、またメールのみの相談だったり、その団体ごと
によってそのやり方が違うというのもありまして、こ
の１８９は通話料が無料ということもありますので、
そういった点でも気軽にかけられる番号というふうに
皆さん覚えておいていただいて、是非お近くにいらっ
しゃる大人の皆さんにもこの１８９というのを覚えて
いただいて、隣近所だったりいろんなお子さんを見て
た時に、あっと思うことがあった時には１８９のダイ
ヤルを回していただけるようお願いしたいと思いま
す。ステッカーだけで今日はちょっとあれなんですけ
ども、今このオレンジ運動のほうでパンフレットとい
うのが以前作ったものはあるんだけど、特に最近新た
に作ったものがないということがあったので、本日ス
テッカーのほうを準備させていただきました。これを
皆さんの会社等いろんな所で、入り口とか人の目につ
くとこに貼っといていただけたら嬉しいなと思いまし
たので、ステッカーを今日お持ちしました。若干余っ
てるといいますか、会場にいらっしゃっている方の分
だけ今日はお渡ししたので、ロッカーのほうには入れ
ていないので私の手元にまだありますので、もっと
貼っとくよと仰る方がいらっしゃったら、是非ステッ
カーを私のほうに取りに来ていただけるとありがたく
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思います。ちょっと暗いお話になっちゃったような気
がするんですけども、でもその子供たちの明るい未来
のためにということで、ご理解いただけるととても嬉
しく思います。いつもながら話が下手で大変申し訳あ
りません。聞き取りにくい部分もあったかとは思いま
すが、ご清聴いただきましてありがとうございまし
た。

松永紀男会員
　皆様、改めまして3度目の新入会員と
なりました松永紀男と申します。よろ
しくお願いいたします。突然弁明の機
会を与えていただきましてありがとう
ございます。このような機会をいただ
けるとは思っていなかったもんですか

ら、全くノープランで今ここに立っております。ほぼ
3年くらいですね、実はご無沙汰しておりまして、そ
の期間何をやっていたかということなんですけども、
特に皆様にお話しするような面白いとか素晴らしいと
かそういうのはございません。ただ、一度足が遠のい
てしまうと、正直言いますとやはりロータリークラブ
という組織自体ちょっと何となく心の中で敷居が高い
感じになってしまって、少し足が遠のいていたという
そういう形でございます。ここ最近いろいろな方々か
ら「お前、いい加減に顔を出せよ。」とか「生きてた
のか。」とか、そういう激励と私は解釈しているんで
すけども、温かいお言葉をいただいたものですから、
更に先日大竹さんのほうから「私が卓話するんだか
ら、来るよね。」みたいな念押しの連絡もいただいた
ものですから。これを機会に、リハビリのつもりで当
分は参加させていただいて、時が来ればというか近い
うちに以前、年間で皆勤させていただいたこともあり
ましたので、メーキャップも含めて積極的に参加して
いきたいと思っておりますので、改めてよろしくお願
いいたします。今日はどうもこのようなお話の機会、
ありがとうございました。よろしくお願いいたしま
す。

高畠裕会長
　松永さん、せっかくこうやって来られたんですか
ら、積極的に参加していただけるようによろしくお
願いしたいと思います。スマイル楽しみにしておりま
す。よろしくお願いします。ということで、大竹さ
ん、今日は本当に卓話ありがとうございますした。こ
ういった取り組みというのは、我々が本当に必要だな
というふうに日頃から思ってるものですが、なかなか
子供たちにしてみれば自分が置かれてる環境が当たり
前だったり、それが普通なのかなと思ってしまうとい
う子供もいるのかなと思います。ですから、それを
我々がいち早く察して、そういったものを真意を突き
止めなければいけないということもありますし、ある
いはこういった良い事業なんですが、例えばユニセフ

の「つなぐよ子に」なんていうようなテレビコマー
シャルなんかあるように、やっぱりああいった媒体を
使ってやるというのも非常に有効な、どうしてもイ
メージとしてコマーシャルの「つなぐよ子に」という
ユニセフのセリフが常に残ってしまいますので、ああ
いった活動も一つなのかなと思います。ただ、こうい
うふうな細かい普及活動を行いながら、だんだんやっ
ていかなければいけない。そして特に我々は、子供た
ちの為に何かをして、子供たちのために何かを送るみ
たいなそういった物ではなく、形として何かを残すと
いうことも必要なのかなというふうに思っておりま
す。こういった事業があって、我々のクラブのメン
バーの方がそれに取り組んでおられるということに関
しては、大変誇りに思っておりますので、今後我々も
こういった活動を続けてまいりたいと思います。それ
に伴って、大竹議員のほうもこういった活動をいろん
な場所で宣伝していただいて、子供たちの為に尽くし
ていただければなと考えておりますので、どうぞよろ
しくお願いしたいと思います。こういった話も、議会
で話してもなかなか通らない部分もありますが、地域
を巻き込んで、そして仲間を巻き込んでやっていくと
いうのも、一番早い手段なのかなというふうに私自身
考えておりますので、そういった部分も踏まえていろ
んなオファーあるでしょうから、子供たち救えるよう
な何か政策が必要かなと考えております。また、ヤン
グケアラーのお話ありましたけど、やはり置かれてる
環境が自分でヤングケアラーだということがわかって
いないために、学校に来ても家の事やっているために
学校で居眠りをしている子供がいたりとか、というこ
とが本当に数多くいらっしゃいます。そういった子供
たちの為にも何かそういった手立てをしてあげられる
というのは、我々の一つの目標であるのかなというふ
うに考えておりますので、皆さんで力を合わせて頑
張っていきたいなというふうに考えております。どう
ぞよろしくお願いしたいと思います。今日は素晴らし
い為になるお話をしていただきまして、ありがとうご
ざいました。時間もちょうど良い頃だと思いますの
で、この辺でお礼の言葉とさせていただきたいと思い
ます。ありがとうございました。

次年度幹事� 村上堅二会員
　皆さん、こんにちは。ご連絡遅くなりまして、大変
申し訳ございません。来週4月25日、第一回クラブ協
議会の開催が決定しております。役員の方々、是非ご
参加いただけるようよろしくお願いいたします。

ホームページＵＲＬ　https://shirakawa-west-rc.jp
メールアドレス　　　yoshida@shirakawa-cci.or.jp
facebook　　　　　https://www.facebook.com/ShirakawaWestRotaryClub/


